












































































の言葉かけをすること（行木 , 斉藤 , 鈴木 , 佐々
木 , 2003）、上腕動脈の位置と拍動の理解（上
星ら , 2006）、１拍動２～４mmHg の速度でス




ムーズにできる（梶谷 , 中橋 , 2014）、マンシェッ

















































































除き、看護学生を対象とした文献は 80 件であった。80 文献のうち、タイトルや抄録から血
圧測定の困難に関する内容として、「困難」「難しいと感じる要因」「習熟・習得上の難しさ
や課題、習得度」「戸惑い」について記載されている 20 文献を分析対象とした（図 1）。 
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図 2 血圧測定の困難に関する文献の年次推移 （n＝20） 
 
2．血圧測定時の困難な内容 
 演習時の困難に関する 10 文献（表 1）から抽出された困難な内容は 168 記録単位、実




















































































































































表 2 実習時の困難に関して分析対象とした文献一覧 
 
表 3 演習時の困難 
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